
「
雑
司
が
谷
旧
宣
教
師
館
」

�

（
豊
島
区
雑
司
が
谷
１

−

25

−

５
）

スケッチに添えて（絵・文：故千原昭彦）
「最初は旧宣教師館を取り壊してマンションを建てる計画に反対する運
動から始まった。それが次第に地元の主婦達が中心の、歴史的建造物保
存運動にエスカレートしていったのである。結局、同館は豊島区の登録
有形文化財の第一号に指定された。この時の経験と人脈が、のちに一主
婦達を『東京駅の保存運動』へと立ち向かわせることとなった。
一主婦たちに乾杯！」

�

（
ち
は
ら
町
並
み
美
術
館　

千
原　

昭
彦
）
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も 

く 

じ

【
解
説
】
東
京
都
指
定
有
形
文
化
財

�　

雑
司
が
谷
旧
宣
教
師
館
（
旧
マ
ッ
ケ
ー
レ
ブ
邸
）
は
明
治
40
年
に

ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
マ
ッ
ケ
ー
レ
ブ
に
よ
り
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
豊

島
区
内
に
現
存
す
る
最
古
の
近
代
木
造
洋
風
建
築
で
あ
り
、
都
内
で

も
数
少
な
い
明
治
期
の
宣
教
師
館
と
し
て
大
変
貴
重
な
建
物
で
す
。

�　

マ
ッ
ケ
ー
レ
ブ
は
昭
和
16
年
（
１
９
４
１
年
）
に
帰
米
す
る
ま
で
、

34
年
間
こ
の
建
物
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、
布
教
活
動
と
と
も

に
幼
児
教
育
の
拠
点
と
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
お
り
、
昭
和

62
年
に
豊
島
区
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
、
さ
ら
に
平
成
11
年

に
東
京
都
指
定
有
形
文
化
財
「
旧
マ
ッ
ケ
ー
レ
ブ
邸
」
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

人生を豊かに、健やかに、ともに生きる！人生を豊かに、健やかに、ともに生きる！
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コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
て
、

　
　
　

み
ん
な
で
迎
え
る「
創
立
60
周
年
」

豊
島
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
外
山
　
克
己

　

区
高
連
会
員
の
皆
さ
ん
、
５
月
19

日
開
催
の
第
60
回
定
時
総
会
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
過
去
２
回
は
コ

ロ
ナ
下
の
た
め
や
む
な
く
書
面
で
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今

回
は
３
密
を
避
け
、
感
染
対
策
を
行

い
な
が
ら
対
面
で
実
施
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
高
際
副
区
長
ほ
か
多

く
の
ご
来
賓
を
お
招
き
し
、
元
気
に

会
員
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
ま
し

た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し

た
。総

会
で
は
恒
例
の
１
０
０
歳
の
皆

さ
ん
の
表
彰
に
加
え
、
令
和
３
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
「
会
員
加

入
促
進
運
動
」
を
行
い
目
標
達
成
さ

れ
た
単
位
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
を
表
彰

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
５

年
度
ま
で
の
３
カ
年
計
画
で
行
っ
て

い
る
事
業
で
す
。
令
和
４
年
度
の
目

標
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
通
じ
て
、
各

単
位
ク
ラ
ブ
に
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
口
コ
ミ
や
知
り
合
い

の
方
を
誘
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
加

入
促
進
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
是

非
お
友
達
や
知
り
合
い
の
方
々
を
誘

っ
て
い
た
だ
き
加
入
促
進
に
つ
な
げ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
存
じ
の
と
お
り
今
年
は
区
高
連

創
立
60
周
年
の
節
目
の
年
に
当
た
り

ま
す
。
例
年
行
っ
て
お
り
ま
す
事
業

を
60
周
年
の
冠
を
付
け
て
、
さ
ら
に

今
年
は
区
制
施
行
90
周
年
に
も
あ
た

り
、
区
と
一
緒
に
事
業
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、「
芸
能
ま
つ

り
」
を
８
月
に
西
口
公
園
に
あ
り
ま

す
野
外
劇
場
「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ン
グ
」

で
行
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な

か
練
習
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
ク

ラ
ブ
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
是

非
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
思
い

出
の
残
る
「
芸
能
ま
つ
り
」
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

12
月
に
は
東
京
芸
術
劇
場
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
お
借
り
し
て
「
作
品
展
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
昨
年
は
会
場

の
関
係
も
あ
り
、
区
長
賞
は
中
止
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
区
長
賞
も
用
意
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
皆
さ
ん
の
出
展
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
60
周
年
を
祝
う
記
念
式
典

は
来
年
１
月
に
恒
例
の
新
年
の
つ
ど

い
と
同
時
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
併
せ
て
記
念
誌
の
発
行
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
区
高
連
の
会
員
の
多

く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が
実
り
あ

る
事
業
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
60
周
年
の
冠
を
付

け
た
た
く
さ
ん
の
事
業
を
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
得
て
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和４年８月15日（2）いきいき豊島第103号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
」を
め
ざ
し
て

～
フ
レ
イ
ル
予
防
で
い
き
い
き
１
０
０
歳
～

豊
島
区
保
健
福
祉
部
　
高
齢
者
福
祉
課
長
　
　
猪
飼
　
敏
夫

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度  

第第
6060
回
定
時
総
会

回
定
時
総
会

３
年
ぶ
り
の
「
定
時
総
会
」
開
催

３
年
ぶ
り
の
「
定
時
総
会
」
開
催

　

日
頃
か
ら
、
本
区
の
高
齢
者
施
策

に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
今
年
は
、
豊
島
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
創
立
60
周
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
を
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
、
区
は
、
区
制
施
行
90
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、「
豊
島
区
制

施
行
90
周
年
実
行
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
、
様
々
な
記
念
事
業
の
準
備
を

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、「
高
齢

者
ク
ラ
ブ
連
合
会
60
周
年
記
念
事

業
」
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
課
に
お
い
て
も
、「
フ
レ
イ
ル
予
防

で
い
き
い
き
１
０
０
歳
」と
銘
打
っ
て
、

介
護
予
防
大
作
戦
を
は
じ
め
、
区
内

４
大
公
園
で
の
と
し
ま
る
体
操
イ
ベ

ン
ト
や
認
知
症
対
策
事
業
な
ど
様
々

な
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

未
だ
終
息
し
な
い
状
況
の
中
、
い
わ

ゆ
る
「
コ
ロ
ナ
フ
レ
イ
ル
」
が
懸
念

さ
れ
ま
す
の
で
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の

会
員
の
皆
様
に
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
夏
は
猛
暑
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
マ
ス
ク

着
用
に
よ
る
熱
中
症
リ
ス
ク
の
高
ま

り
に
も
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

結
び
に
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆

様
の
ご
健
康
、
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

令
和
４
年
度
・
豊
島
区
高
連
「
定

時
総
会
」
は
５
月
19
日
（
木
）
イ
ケ

ビ
ズ
６
階
ホ
ー
ル
に
、
全
所
属
ク
ラ

ブ
２
名
ず
つ
の
代
表
を
集
め
て
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
全
理
事
ほ

か
、
１
２
９
名
出
席
）。
こ
こ
２
年

間
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
「
書
面
に
よ

る
総
会
開
催
」
が
続
き
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
今
春
は
コ
ロ
ナ
も
小
康
状

態
と
な
り
、
当
日
は
久
し
振
り
の
対

面
集
会
で
、
場
内
あ
ち
こ
ち
に
笑
顔

の
交
歓
風
景
が
拡
が
り
ま
し
た
。

定
刻
に
開
会
。
高
際
み
ゆ
き
豊
島

区
副
区
長
は
じ
め
多
数
の
来
賓
ご
列

席
の
も
と
、冒
頭
「
物
故
者
に
黙
祷
」

を
捧
げ
て
「
外
山
会
長
あ
い
さ
つ
」

「
各
種
表
彰
」「
来
賓
祝
辞
」
と
続
き

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

（3）令和４年８月15日 いきいき豊島 第103号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



セ
レ
モ
ニ
ー
を
終
え
ま
し
た
。
今
年

度
は
区
高
連
創
立
60
周
年
に
加
え
、

豊
島
区
制
施
行
90
周
年
も
あ
り
、
そ

れ
に
関
連
す
る
ご
祝
辞
を
た
く
さ
ん

頂
戴
し
ま
し
た
。

受
彰
者

◆
「
寿
高
齢
者
百
歳
」　
（
敬
称
略
）

　
　

棚
橋
喜
代
子
（
昭
寿
会
）

　
　

安
藤　

な
を
（
池
袋
宮
元
互
楽
会
）

　
　

佐
藤　

次
子
（
亀
齢
会
）

　
　

久
保
田
初
江
（
駒
込
七
福
会
）

◆
「
区
高
連
役
員
６
年
」

理
事　

佐
々
木
敬
彦
（
大
塚
百
齢
会
）

　
　
　

杉
田　

博
幸
（
友
和
会
）

　
　
　

山
田　

忠
義
（
千
歳
会
）

　
　
　

村
上　

宇
一
（
池
袋
宮
元
互
楽
会
）

　
　
　

神
永　

正
行
（
と
し
ま
っ
く
す
）

◆
「
区
高
連
役
員
12
年
」

副
会
長　

竹
野　

康
二
（
大
塚
延
寿
会
）

◆
会
員
増
強
賞
・
受
賞
・
19
ク
ラ
ブ

　
（
詳
細
は
別
項
・
７
ペ
ー
ジ
に
紹
介
）

総
会
【
議
題
】

総
会
【
議
題
】

１
，
令
和
３
年
度�

事
業
経
過
報
告

２
，　
　

〃　
　

�

収
支
決
算
報
告

３
，
役
員
異
動�

（
全
員
留
任
）

４
，
監
査
報
告
・
記
念
行
事
等
含
む

５
，
令
和
４
年
度　

事
業
計
画
案

６
，　
　

〃　
　
　

収
支
予
算
案

区
高
連
新
役
員
と

区
高
連
新
役
員
と

  

女
性
委
員
会
名
簿

女
性
委
員
会
名
簿

区
高
連
会
長�

外
山　

克
己

　
　

副
会
長�

竹
野　

康
二

　
　

副
会
長�

別
所　

弘
一

　
　

副
会
長�

西
村　

敏
男

◎
企
画
総
務

総
務
部
長�

（
兼
）
竹
野　

康
二

広
報
部
長�

＊�

杉
山　

鈴
谷

会　
　

計�

＊�

小
松　

傳
一

会　
　

計�

＊�

石
川　

和
代

◎
福
利
厚
生

文
化
保
健
部
長�

（
兼
）
竹
野　

康
二

体
育
部
長�

＊�

井
田　

謙
三

◎ 

友
愛
奉
仕

友
愛
奉
仕
部
長�

（
兼
）
別
所　

弘
一

◎
会
計
監
事

�

＊
渡
邊　
　

要
�

＊
堀
内　

鋒
行

（
＊
は
常
任
理
事
兼
務
）

◎
常
任
理
事

　

吉
田　

英
昭�

小
森　

孝
光

　

佐
々
木
敬
彦�

原　
　

清
美

　

小
泉　

良
介�

髙
橋　

朝
世

　

杉
田　

博
幸�

橋
本　

輝
雄

　

飛
田　

和
江�

宮
城　

敏
男

　

神
永　

正
行�

三
富　

一
雄

　

山
田　

忠
義�

小
川　
　

清

　

保
刈　

孝
彦�

沖
浦
千
恵
子

◎
女
性
委
員
会

委
員
長�

大
門　

幸
代

副
委
員
長�

原　

ハ
ツ
エ

《
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
委
員
》

第
一　

池
上　

貞
子　

原　

ハ
ツ
エ

第
二　

大
門　

幸
代　

佐
々
木
信
子

第
三　

徳
永　

茂
代　

沼
尾　

尚
子

第
四　

藪
田
六
ツ
江　

新
井
志
保
子

第
五　

中
島
し
づ
ゑ　

仁
平　

隆
子

第
六　

石
川　

和
代　

小
野
寺
喜
美
子

第
七　

沖
松　

良
子　

広
瀬　
　

節

第
八　

阿
部　

文
代　

畠
山　

広
子

○
事
務
局
員�

鈴
木　

敏
夫

◆
会
長
交
代
ク
ラ
ブ
（
敬
称
略
）

駒
込
七
福
会　

新
任　

髙
野　

好
昭

　
　
　
　
　
　

退
任　

大
沼　

映
雄

雑
一
お
も
と
会　

新
任　

下
島　

淳
延

　
　
　
　
　
　

退
任　

副
島　
　

健

高
砂
長
寿
会　

新
任　

田
中　

早
苗

　
　
　
　
　
　

退
任　

堀
内　

鋒
行

▼�

ご
退
任
会
長
諸
氏
の
永
年
の
ご
尽

力
に
、
深
く
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

◆
新
設
ク
ラ
ブ

高
齢
者
サ
ロ
ン
友
引
の
会

　

第
５
ブ
ロ
ッ
ク�

木
内　

晴
一

令和４年８月15日（4）いきいき豊島第103号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



　

豊
島
区
の
総
人
口
が
28
万
３
３
４

２
名
（
本
年
１
月
１
日
現
在
）
そ
の

内
、
65
歳
以
上
の
人
口
は
５
万
６
９

１
４
名
と
、
総
人
口
に
対
す
る
比
率

が
20
・
09
％
に
及
び
さ
ら
に
上
昇
し

つ
つ
あ
る
折
、
本
連
合
会
は
つ
ね
に

健
康
、
友
愛
、
奉
仕
の
活
動
を
中
心

に
、
老
後
の
人
生
を
健
康
で
楽
し
く

明
る
い
も
の
に
す
る
た
め
、
以
下
の

事
業
を
実
施
し
ま
す
。　

一
、
社
会
奉
仕
活
動

　

各
種
の
社
会
奉
仕
活
動
を
積
極
的

に
行
う
。
ま
た
募
金
・
寄
贈
活
動
、

交
通
安
全
・
防
災
防
犯
運
動
に
協
力
。

二
、
友
愛
活
動

　

友
愛
･
見
守
り
･
支
え
合
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
活
動
を
行
う
。
長
寿
者
表

敬
。
寝
た
き
り
ゼ
ロ
運
動
の
推
進
。

三
、
い
き
が
い
を
高
め
る
た
め
の
活
動

　

広
報
誌
の
発
行
（
８
・
２
月
）
芸

能
ま
つ
り（
60
周
年
記
念
大
会
８
月
）

研
修
旅
行
（
年
３
回
）
映
画
会
（
７

月
）
指
導
者
研
修
会
（
年
２
回
）
作

品
展
（
12
月
）
な
ど
を
開
催
。

四
、
健
康
増
進
事
業

　

輪
投
げ
（
４
・
11
月
）
ペ
タ
ン
ク

（
10
月
）
ボ
ッ
チ
ャ
（
６
・
12
月
）

健
康
教
室
（
６
･
９
・
２
月
）
体
力

令
和
３
年
度  

事
業
報
告

令
和
４
年
度  

事
業
計
画

　

当
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
全
事

業
が
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

区
高
連
の
年
間
事
業
は
30
行
事
ほ
ど

あ
り
ま
す
が
、
予
定
ど
お
り
実
施
で

き
た
も
の
は
次
の
10
行
事
に
終
わ

り
、
３
分
の
２
余
り
の
行
事
が
中
止

さ
れ
ま
し
た
。

５
月

・
第
59
回
定
時
総
会
（
書
面
開
催
）

６
月

・「
健
康
体
操
」　

８
月

・「
い
き
い
き
豊
島
１
０
１
号
」
発
行

９
月

・「
社
会
奉
仕
活
動
の
日
」
個
別
参
加

10
月

・
第
39
回
「
ペ
タ
ン
ク
大
会
」

・「
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
」（
練
習
会
）

・
介
護
予
防
大
作
戦
・
参
加

11
月

・
第
33
回
「
輪
投
げ
大
会
」

・「
体
力
測
定
会
」

・
第
40
回
「
作
品
展
」（
区
庁
舎
）

２
月

・「
い
き
い
き
豊
島
１
０
２
号
」
発
行

・
定
例
理
事
会
（
書
面
開
催
）

３
月

・「
区
長
と
の
意
見
交
換
会
」

測
定
（
５
・
11
月
）
歩
こ
う
会
な
ど

の
実
施
と
講
習
。

五
、
女
性
委
員
会
の
活
動

　

各
種
レ
ク
行
事
や
手
芸
教
室
な
ど

の
開
催
。
老
人
週
間
行
事
の
実
施
。

六
、
他
団
体
と
の
交
流

　

区
民
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連

携
。東
老
連
事
業
に
積
極
的
に
協
力
。

七
、
そ
の
他
の
運
営
活
動

　

総
会
（
５
月
）（
長
寿
者
・
役
員

表
彰
）
常
任
理
事
会
･
幹
部
会
･
ブ

ロ
ッ
ク
長
会
・
女
性
委
員
会
（
毎
月
）

定
例
理
事
会
（
４
・
２
月
）
の
開
催
。

新
任
会
長
の
研
修
会
開
催
。

八
、
創
立
60
周
年
記
念
事
業

　

○�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設（
４
月
）

「
シ
ニ
ア
ナ
ビ
と
し
ま
」

　

○�

「
記
念
芸
能
ま
つ
り
」（
８
月
）

（
池
袋
西
口
野
外
劇
場
）

　

○�

「
記
念
作
品
展
」（
12
月
）

　

○�

「
記
念
祝
賀
会
」（
令
和
５
年
１
月
）

　

○�
「
創
立
60
周
年
記
念
誌
」
発
行

▼
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
４
回

目
と
な
り
コ
ロ
ナ
禍
も
小
康
状
態
に

は
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
マ
ス
ク
を

外
す
状
態
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
達

の
活
動
も
ま
だ
ま
だ
不
自
由
で
す
が

新
年
度
も
集
会
規
模
を
分
割
す
る
な

ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
全
事
業
を
す

す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（5）令和４年８月15日 いきいき豊島 第103号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



区高連令和３年度決算額と令和４年度予算額
収入の部

科目 令和３年度
決算額

令和４年度
予算額

前年度繰越金 1,509,990 2,263,835
会費 648,000 657,000
助成金 3,498,000 3,513,000
事業収入 142,500 2,600,000
分担金 648,000 657,000
寄付金 0 0
雑収入 34 1,200,000
預り金 152,630 268,000
合計 6,599,154 11,158,835

支出の部
科目 令和３年度

決算額
令和４年度
予算額

老人クラブの
育成指導 34,550 1,012,500

仲間作り促進
他の世代との
交流促進

747,464 1,876,140

調査・研究・
広報活動 217,755 1,178,800

活動推進費等
他の指導者との

交流
64,384 553,400

その他社会活動費 2,040,705 2,764,600
分担金 648,000 657,000
寄付金 30,000 30,000

その他活動費 552,461 2,507,000
予備費（次期繰越） 2,263,835 579,395

合計 6,599,154 11,158,835

【
目
標
】
と
し
て

◎
令
和
３
年
度
か
ら
３
年
間
、
各
年

度
10
％
以
上
の
新
入
会
員
を
募
集
！

◎
同
時
に
退
会
者
の
防
止
・
慰
留
を
！

…
を
掲
げ
た
こ
の
運
動
で
す
が
、
初

年
度
の
成
績
は
、
区
高
連
全
体
の
目

標
４
４
０
名
に
対
し
て
３
０
４
名
の

新
規
加
入
者
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
前
年
度
の
加
入
者
数
２
５
５
名
と

比
べ
る
と
約
２
割
の
増
加
で
あ
り
、
一

応
の
成
功
を
収
め
ま
し
た
。

【
目
標
達
成
表
彰
ク
ラ
ブ
】

　

次
ペ
ー
ジ
に
、
表
彰
ク
ラ
ブ
と
成

績
の
詳
細
を
表
に
し
て
掲
載
い
た
し

ま
し
た
。
初
年
度
は
19
ク
ラ
ブ
が
達

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
増
強
体
験
談
】

　

特
に
長
崎
第
二
こ
と
ぶ
き
会
の
23

名
も
の
大
募
集
は
驚
異
的
で
、
そ
の

秘
訣
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
隣
家
の
息

子
さ
ん
を
皮
切
り
に
、
日
頃
親
し
く

し
て
い
る
友
人
知
人
に
加
入
を
お
願

い
し
て
み
た
ら
、
皆
さ
ん
あ
っ
さ
り

と
ご
入
会
く
だ
さ
い
ま
し
た
！　

近

隣
の
皆
さ
ん
と
仲
良
く
し
、
趣
味
の

◆
は
じ
め
に
…
従
来
の
会
員
増
強
運

動
と
い
う
名
称
は
、
東
老
連
の
指
示

に
よ
り
新
年
度
か
ら
「
加
入
促
進
運

動
」
と
改
称
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

◎
昨
年
度
か
ら
は
じ
め
た
「
会
員
加

入
促
進
運
動
」
は
、
多
く
の
ク
ラ
ブ

の
ご
協
力
を
得
て
、
新
規
加
入
者
数

が
全
体
で
３
０
０
名
を
超
え
る
成
果

と
な
り
ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
報
告

で
す
。

「
会
員
加
入
促
進
運
動
」
は
成
功
！

�

新
規
加
入
者
が
３
０
４
名
に
！

 

加
入
促
進
対
策
・
実
行
委
員
会

※詳しくは総会資料をご覧ください。

（単位：円）

（単位：円）

令和４年８月15日（6）いきいき豊島第103号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



ブロック
No クラブ名 R3.4.1

会員数
会員
増強目標

入
会

達
成
率

ブロック
（順位）

R4.4.1
会員数

1

折戸千歳会 33 4 4 100% 33
折戸千春会 25 3 6 200 30
西巣鴨睦福寿クラブ 30 4 5 125 34
巣鴨朋友会 95 10 11 110 90
第１ブロック合計 625 66 51 4C/26 ④�77% 609名

2
大塚百齢会 72 8 10 125 82
東南第三クラブ 43 4 8 200 47
第２ブロック合計 404 42 27 ２C/18 ⑥�64% 404名

3
友和会 34 4 5 125 38
池八クラブ 62 6 8 133 57
第３ブロック合計 495 50 36 ２C/13 ⑤�72% 496名

4
亀齢会 96 10 11 110 99
和楽会 64 6 13 216 64
高三クラブ 67 6 11 183 75
第４ブロック合計 696 68 53 ３C/35 ③�78% 654名
第５ブロック合計 292 32 10 ０C/0 ⑧�31% 317名
第６ブロック合計 805 78 28 ０C/0 ⑦�36% 753名

7
高三長寿会 37 4 7 175 41
千川二丁目百々代会 30 4 9 225 32
千早いこいクラブ 38 4 4 100 38
第７ブロック合計 378 37 31 ３C/20 ②�84% 372名

8

南長崎三丁目北部福寿会 157 13 13 100 159
南長崎三丁目南部福寿会 58 6 6 100 61
南長崎四丁目福寿会 112 13 13 100 118
長崎二丁目ことぶき会 94 10 23 230 101
百寿会 71 8 10 125 81
第８ブロック合計 736 74 69 ５C/65 ①�93% 751名

区高連合計 4,431 447 304 19C/177 平均
68%

4,356
名

目標達成表彰クラブ 話
、
老
人
会
の
話
な
ど
の
中
で
相
手

の
お
気
持
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
と
気
付
き
ま
し
た
。」（
副
会
長
・

中
角
正
氏
と
会
長
・
渡
邉
要
氏　

ご

寄
稿
）

　

･･･

と
、
い
と
も
簡
単
な
ご
返
事
、

意
外
に
お
近
く
に
未
募
集
の
方
々
が

大
勢
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
ね
。
や
は

り
知
人
勧
誘
が
王
道
で
、
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

◎
第
８
ブ
ロ
ッ
ク
の
93
％
を
筆
頭
に

第
７
ブ
ロ
ッ
ク
84
％
、
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

78
％
、
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
77
％
、
第
３
ブ

ロ
ッ
ク
72
％
、
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
64
％
と

皆
さ
ん
大
変
健
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
た
だ
最
終
目
標
の
「
純
増
」
を
果

た
し
た
の
は
第
８
ブ
ロ
ッ
ク
の
15
名

の
み
で
、
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
す
べ
て

「
自
然
減
」
の
歯
止
め
に
ま
で
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の

宿
命
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
第
８
ブ

ロ
ッ
ク
の
大
成
功
を
教
訓
に
、
２
年

目
も
こ
つ
こ
つ
と
勧
誘
努
力
を
続
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ま
の
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（7）令和４年８月15日 いきいき豊島 第103号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



第
34
回

 

輪
投
げ
大
会 （
５
ｍ
式
）

活
動
報
告

活
動
報
告

今
年
は

優
勝
メ
ダ
ル
あ
り
!!

４
月
18
日
（
月
）
豊
島
体
育
館
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
出
場

38
チ
ー
ム
１
９
０
名
に
役
員
を
含
め

る
と
２
０
０
名
を
超
す
こ
と
と
な
り
、

コ
ロ
ナ
人
数
制
限
の
た
め
や
む
な
く

午
前
・
昼
・
午
後
の
３
組
に
分
け
て

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

《
開
会
式
》
外
山
会
長
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
高
際
副
区
長
、
田
中
保
健
福
祉

部
長
、
猪
飼
高
齢
者
福
祉
課
長
さ
ん

ら
の
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
区

長
杯
の
返
還
、
井
田
体
育
部
長
の
競

技
説
明
の
後
、
上
池
三
寿
会
の
選
手

宣
誓
で
開
幕
し
ま
し
た
。

※
各
チ
ー
ム
５
名
、
４
ゲ
ー
ム
の
合

計
成
績
で
競
技
し
ま
し
た
。

【
競
技
成
績
】

▼
第
１
試
合
（
午
前
）
11
チ
ー
ム

優　

勝　

末
広
会�

２
８
１
点

準
優
勝　

大
塚
延
寿
会�

２
７
２
点

第
３
位　

上
池
三
寿
会�

２
３
１
点

▼
第
２
試
合
（
昼
）　
14
チ
ー
ム

優　

勝　

親
和
豊
寿
会�

３
２
５
点

準
優
勝　
池
袋
仲
む
つ
み
Ａ�

３
２
３
点

第
３
位　

健
康
百
寿
会�

２
５
７
点

▼
第
３
試
合
（
午
後
）　
13
チ
ー
ム

優　

勝　
南
長
崎
四
福
寿
会�

３
２
０
点

準
優
勝　

愛
要
会
Ｂ�

２
９
６
点

第
３
位　

百
寿
会
Ａ�

２
７
８
点

【
総
合
成
績
】

優　

勝　

親
和
豊
寿
会

準
優
勝　

池
袋
仲
む
つ
み
会
Ａ

第
３
位　

南
長
崎
四
丁
目
福
寿
会

※
チ
ー
ム
Ｈ
Ｇ

　
　
　
　

親
和
豊
寿
会�

１
１
２
点

ソレ！　入れるわよ！

髙
野
区
長
と
の

 

意
見
交
換
会

３
年
ぶ
り
の
開
催

行政に直接希望や意見を伝えたり、説明を受ける機会です行政に直接希望や意見を伝えたり、説明を受ける機会です
　

３
月
17
日
（
木
）
区
庁
舎
会
議
室

に
て
コ
ロ
ナ
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
制

限
で
、
各
ク
ラ
ブ
や
連
合
会
の
活
動

が
停
滞
気
味
に
あ
る
こ
と
や
、
活
動

の
活
発
化
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
こ

と
を
訴
え
、
区
側
の
一
層
の
ご
支
援

を
お
願
い
し
懇
談
い
た
し
ま
し
た
。

令和４年８月15日（8）いきいき豊島第103号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



※
個
人
Ｈ
Ｇ

　
　
　
　

中
村
美
寿
さ
ん�

42
点

各
試
合
３
位
ま
で
と
総
合
成
績
上

位
の
チ
ー
ム
に
は
賞
品
を
ダ
ブ
ル
贈

呈
し
、
ま
た
今
回
の
優
勝
チ
ー
ム
に

は
区
長
賞
と
し
て
「
優
勝
メ
ダ
ル
」

が
贈
ら
れ
て
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

相
変
わ
ら
ず
の
コ
ロ
ナ
下
と
あ
っ
て

用
具
の
消
毒
と
場
内
換
気
に
留
意
し

な
が
ら
の
競
技
で
し
た
が
、
選
手
の

皆
さ
ん
は
久
し
振
り
の
５
ｍ
競
技
を

十
分
に
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
も
90
歳
以
上
の
お
達
者
選
手

が
８
名
も
参
加
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

皆
さ
ん
に
は
特
別
賞
と
し
て
鳩
サ
ブ

レ
ー
を
お
贈
り
い
た
し
ま
し
た
。

�

（
体
育
担
当
副
会
長
・
西
村
）

体
力
測
定
会

デ
ジ
タ
ル
で

�

記
録
開
始
！

　

５
月
26
日
（
木
）
雑
司
が
谷
体
育

館
に
て
参
加
者
38
名
を
５
グ
ル
ー
プ

に
分
け
て
５
種
目
を
巡
回
測
定
、
最

後
に
６
分
間
歩
行
を
測
定
し
、
全
員

の
手
帳
を
撮
影
記
録
し
て
終
了
し
ま

し
た
。
今
回
か
ら
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
「
体
力
測
定
手
帳
」
を
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。
測
定
結
果
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
、
半
年
ご
と
に
６
回
・
３

年
間
連
続
記
帳
し
て
ご
自
分
の
健
康

管
理
に
お
役
立
て
い
た
だ
き
ま
す
。

測
定
の
結
果
は
区
高
連
で
デ
ジ
タ
ル

記
録
し
保
存
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
は
経
過
を
調
査
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

�

（
竹
野
文
化
保
健
部
長
）

【
ご
注
意
】「
体
力
測
定
手
帳
」
は
保

管
し
て
次
回
参
加
時
に
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
連
続
記
帳
し
て
い
た
だ
き
ま

す
（
紛
失
さ
れ
た
と
き
は
、
単
発
の

記
録
紙
に
記
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
）。
新
規
参
加
者
に
は
「
手
帳
」
を

差
し
上
げ
ま
す
。

（
記
録
担
当

�

総
務
部
・
小
泉
、
広
報
部
・
杉
山
） 10m障害物歩行の測定

６
月
14
日
（
火
）　

雑
司
が
谷
体

育
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
恒
例

の
木
津
美
佳
先
生
の
「
健
康
体
操
教

室
」
で
す
。
梅
雨
の
最
中
で
す
が
今

回
も
参
加
者
・
役
員
含
め
40
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。

軽
快
な
曲
に
乗
せ
て
、
木
津
先
生

の
ご
指
導
は
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
進
み
ま

す
。
ゆ
る
め
の
リ
ズ
ム
体
操
や
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
も
あ
っ
て
、
１
時
間
半

が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

い
つ
も
好
評
の
木
津
先
生
の
レ
ッ
ス

ン
で
す
。�

（
竹
野
文
化
保
健
部
長
）

健
康
教
室

熱
心
に
受
講

「みんなの体操」からスタート
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７
月
19
日
（
火
）
南
大
塚
ホ
ー
ル

に
て
「
お
終
活
」
こ
の
タ
イ
ト
ル
を

見
た
だ
け
で
絶
対
面
白
そ
う
！　

必

ず
観
た
い
！　

と
思
っ
た
。
ベ
テ
ラ

ン
俳
優
の
橋
爪
功
、
高
畑
淳
子
の
熟

年
夫
婦
の
日
常
生
活
や
夫
婦
喧
嘩
を

見
て
、
そ
う
そ
う
、
あ
っ
た
あ
っ
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
映
画
会

「
お
終
活
」を
観
て
…

ボ
ッ
チ
ャ
交
流
大
会

実
戦
形
式
に
望
む

　

６
月
６
日
（
月
）
豊
島
体
育
館
に

て
こ
れ
ま
で
数
回
の
講
習
を
経
て
い

誰でもできる、
やさしいボッチャです

よ
い
よ
実
戦
形
式
の
大
会
。
た
だ
今

回
は
24
組
も
の
多
数
参
加
で
午
前
と

午
後
に
分
け
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た

役
員
側
も
不
慣
れ
な
の
で
、
略
式
に

４
組
ず
つ
の
総
当
た
り
（
４
エ
ン
ド

×
３
ゲ
ー
ム
）
の
交
流
大
会
と
い
た

し
ま
し
た
。

▼
成
績　

１
位
の
み
表
彰

《
午
前
の
部
》

　

１
コ
ー
ト　

南
長
崎
四
福
寿
会
Ａ

　

２
コ
ー
ト　

長
二
こ
と
ぶ
き
会

　

３
コ
ー
ト　

南
長
崎
四
福
寿
会
Ｂ

《
午
後
の
部
》

　

１
コ
ー
ト　

西
池
太
陽
会

　

２
コ
ー
ト　

い
こ
い
ク
ラ
ブ

と
頷
き
、
今
は
亡
き
夫
と
の
他
愛
な

い
喧
嘩
を
思
い
出
し
、
重
ね
合
わ
せ

て
涙
し
た
り
笑
っ
た

り
、
映
画
を
通
じ
て
夫

婦
の
な
ん
で
も
な
い
よ

う
な
日
常
が
い
か
に
大

事
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
脇
を
固
め
る

豪
華
助
演
陣
も
そ
れ
ぞ

れ
名
演
技
で
二
人
を
盛

上
げ
、
最
後
は
「
夫
婦

っ
て
い
い
な
！
」
と
、

ホ
ッ
と
さ
せ
る
心
温
ま
る
映
画
で
し

た
。�

（
女
性
委
員
会
副
委
員
長
・
原
）

　

３
コ
ー
ト　

池
袋
仲
む
つ
み
会

反
省
点
：
ボ
ッ
チ
ャ
は
勝
ち
抜
き
ゲ

ー
ム
な
の
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
す
る

必
要
が
あ
り
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

こ
の
た
め
チ
ー
ム
数
が
多
く
な
る
と

予
選
会
を
開
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

そ
こ
で
今
回
は
総
合
順
位
を
決
め

な
い
交
流
大
会
と
し
た
の
で
す
が
、

し
ば
ら
く
は
こ
の
方
式
で
馴
れ
た
い

と
思
い
ま
す
。

※
採
点
方
法
に
一
部
ミ
ス
が
あ
り
ま

し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

次
回
か
ら
は
も
っ
と
簡
単
・
明
瞭

な
採
点
表
に
改
善
い
た
し
ま
す
。

�

（
西
村
体
育
担
当
副
会
長
）

令和４年８月15日（10）いきいき豊島第103号
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いきいき豊島

▼
第
１
ブ
ロ
ッ
ク（
巣
鴨・駒
込
地
区
）

○「
日
帰
り
研
修
バ
ス
」６
月
７
日

「
吹
割
の
滝
と
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
」
へ
、

バ
ス
１
台
で
39
名
参
加
。

▼
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
（
南
大
塚
地
区
）

○「
日
帰
り
研
修
バ
ス
」７
月
11
日

「
秩
父
長
瀞
巡
り
」
で
お
土
産
い
っ
ぱ

い
。
バ
ス
１
台
で
43
名
参
加
。

▼
第
３
ブ
ロ
ッ
ク（
上
池
東
池
地
区
）

○「
情
報
交
換
会
」６
月
11
日

「
昼
食
会
」を
兼
ね
て
開
催
、23
名
参
加
。

▼
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

�

（
雑
司
高
田
目
白
地
区
）

○「
情
報
交
換
会
」３
月
24
日

「
江
戸
一
」
で
開
催
、
10
名
参
加
。

▼
第
５
ブ
ロ
ッ
ク（
西
池
袋
周
辺
地
区
）

○「
日
帰
り
研
修
バ
ス
」12
月
４
日

「
五
輪
会
場
巡
り
と
ホ
テ
ル
ラ
ン
チ

会
」
バ
ス
１
台
で
41
名
参
加
。

○「
浜
離
宮
お
花
見
会
」３
月
24
日

桜
は
早
か
っ
た
が
菜
花
満
開
、
６
名

参
加
。

▼
第
６
ブ
ロ
ッ
ク（
池
袋
本
町
地
区
）

○「
総
会
」以
外
特
に
な
し
。

▼
第
７
ブ
ロ
ッ
ク（
要
高
松
千
川
地
区
）

○「
総
会
」以
外
特
に
な
し
。

▼
第
８
ブ
ロ
ッ
ク
（
南
長
崎
地
区
》

○「
総
会
」以
外
特
に
な
し
。

★ 

ブ
ロ
ッ
ク
便
り 

★

★東老連新書の回覧を！★★東老連新書の回覧を！★
今春５月、東老連では都内の全ク
ラブに「東老連新書」と銘打ってつ
ぎの本を配布しました。
「今を生きるあなたへ」　瀬戸内寂聴
「元気に下山」　五木　寛之
「老いる意味」　森村　誠一
「認知症の私から見える社会」
� 　丹野　智文
◎会員の皆様にご回覧ください。
※�回覧順を記入した栞を挟み、回覧
日を記入して貰うと追跡ができ、
紛失も避けられます。

★「社会奉仕の日」について★★「社会奉仕の日」について★
９月１５日は老人福祉の記念日。こ
の日から１週間を「老人の日、老人
週間」として全国の老人会が、一斉
に社会奉仕活動を実施しております。
　私達も、「健康・友愛・奉仕活動」の実践を、各クラブ自
由な形で実施してみましょう。ブロック合同で実行されて
もいいですね。�� （友愛奉仕部長　別所　弘一）

★単位クラブで開きませんか？★★単位クラブで開きませんか？★
①�「折り紙教室」…会員さんや、ひろばの職員さんが教
える折り紙を作る会です。飾り箱や飾り物など簡単に折
れますよ。
②�「近隣のお散歩会」…バスや都電も使わず小一時間くら
いで帰ってくる「お散歩会」は、足弱の会員さんでも参
加できる行事です。ご近所の公園や寺社を巡るコースを
お喋りしながら歩きましょう。
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◆
文
藝
春
秋
６
月
号
に「
北
の
国
か
ら
」

の
脚
本
家
・
倉
本
聰
氏
が
、
表
題
の
よ

う
な
提
言
を
し
て
い
ま
す
。

　
《
浪
費
と
は
お
さ
ら
ば
、
子
孫
の
た

め
地
球
を
洗
い
直
す
！
》
と
正
面
切
っ

て
、
一
流
誌
の
代
表
記
事
で
全
国
の
老

人
た
ち
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
昨
今
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
運
動
同
様
の
省
エ
ネ
・
環
境

保
全
の
提
唱
で
し
ょ
う
が
、
老
人
た
ち

に
「
貧
幸
」
を
あ
ら
た
め
て
奨
め
て
い

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
「
貧
幸
」
と
は
な
に
？

　

貧
幸
と
は
「
北
の
国
か
ら
」
の
作
中

で
出
て
く
る
倉
本
氏
の
造
語
で
す
。
戦

後
の
生
活
難
・
貧
困
の
時
代
に
、
貧
し

く
と
も
家
族
・
近
隣
が
助
け
合
っ
て
、

平
和
に
心
豊
か
に
暮
ら
す
幸
せ
を
奨
め

た
言
葉
で
す
が
、
随
分
古
び
た
言
葉
を

再
登
場
さ
せ
た
も
の
で
す
ね
。

◆
老
人
へ
の
省
エ
ネ
の
呼
び
掛
け
・
・
・

　

提
唱
の
本
文
は
読
ま
れ
た
方
も
多
い

で
し
ょ
う
が
、
そ
の
要
旨
で
す
。

市
部
だ
け
が
光
り
輝
い
て
い
る
。
北
朝

鮮
は
全
き
闇
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

日
本
列
島
。
恥
ず
か
し
い
程
の
光
の
洪

水
で
あ
る
。
列
島
全
て
が
輝
い
て
し
ま

っ
て
い
る
。

　

僕
は
現
在
87
歳
。
77
年
前
、
生
き

て
暮
し
て
い
た
敗
戦
直
後
の
日
本
列
島

は
、
宇
宙
か
ら
見
た
な
ら
恐
ら
く
今

の
北
朝
鮮
と
同
じ
漆
黒
の
闇
に
包
ま

れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
60
年
前
、

１
９
６
０
年
前
後
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

ま
だ
ま
だ
光
量
は
少
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。
50
年
前
、
１
９
７
０
年
代
。
今
程

の
光
は
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
50

年
前
あ
な
た
は
い
く
つ
だ
っ
た
か
。
20

代
だ
っ
た
か
、
30
代
だ
っ
た
か
。
少
な

く
と
も
あ
な
た
は
そ
の
時
代
を
生
き
、

そ
の
時
代
の
光
量
が
当
り
前
だ
っ
た
筈

だ
。
そ
の
光
量
の
中
で
あ
な
た
は
恋
を

し
、
家
庭
を
持
ち
、
倖
せ
の
中
で
自
立

し
て
行
っ
た
筈
だ
。

　

そ
の
時
代
に
帰
る
の
は
い
や
で
す

か
。
耐
え
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
か
？

【
引
用
：
文
藝
春
秋（
２
０
２
２
年
６
月
号
）

　

老
人
諸
氏
に
一
つ
の
提
案
が
あ
る
。

眠
り
呆
け
て
い
る
壮
年
は
放
っ
と
い

て
、
朝
早
く
か
ら
目
の
醒
め
て
し
ま
う

老
人
た
ち
へ
の
提
案
で
あ
る
。
声
を
上

げ
始
め
た
若
者
た
ち
に
、
賛
意
の
旗
を

振
っ
て
や
ろ
う
で
は
な
い
か
。
一
緒
に

声
を
上
げ
よ
う
で
は
な
い
か
！

　

実
際
問
題
我
々
老
人
に
は
、
こ
ゝ
何

十
年
地
球
を
痛
め
つ
け
、
こ
ゝ
ま
で
の

環
境
危
機
を
招
い
て
し
ま
っ
た
そ
の
犯

人
た
る
責
任
が
あ
る
。
古
い
ア
メ
リ
カ

の
先
住
民
の
言
葉
に
「
地
球
は
子
孫
か

ら
借
り
て
い
る
も
の
」
と
い
う
も
の
が

あ
る
が
、
我
々
老
人
は
そ
の
大
切
な
借

り
物
を
、
汚
し
、
傷
つ
け
、
め
ち
ゃ
く

ち
ゃ
に
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
そ
の

ま
ゝ
子
孫
に
渡
す
こ
と
は
大
い
な
る
恥

だ
と
考
え
ね
ば
い
け
な
い
。
我
々
に
は

贖
罪
す
る
義
務
が
あ
る
。
そ
れ
を
老
後

の
、最
後
の
我
々
の
仕
事
に
し
な
い
か
。 

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
宇
宙
衛
星
か
ら
撮
っ
た

夜
の
地
球
の
写
真
が
あ
る
。
あ
の
写
真

を
見
る
と
愕
然
と
す
る
。
地
球
の
陸
地

の
大
部
分
は
暗
黒
だ
が
、
わ
ず
か
に
都

老
人
よ
、
電
気
を
消
し
て

�

「
貧
幸
」
に
戻
ろ
う
！

脚
本
家 

倉
本 

聰
氏 

の
提
唱
に
つ
い
て

読書
　感想

会
員
寄
稿

令和４年８月15日（12）いきいき豊島第103号
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れ
は
東
京
五
輪
が
や
っ
と
終
わ
っ
た
ア

ナ
ロ
グ
全
盛
期
、
昭
和
40
年
代
へ
の
後

戻
り
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
海
外
旅
行
や
空
の
旅
は
ま
だ

高
嶺
の
花
で
、
高
速
道
も
少
な
く
宅
急

便
も
な
く
、
携
帯
電
話
も
電
卓
も
パ
ソ

コ
ン
も
な
い
時
代
で
す
。
我
々
老
人
や

ご
隠
居
世
代
は
す
べ
て
の
便
利
・
快
適

さ
を
我
慢
し
て
も
い
い
で
す
が
、
現
役

世
代
に
そ
れ
を
強
制
は
と
て
も
で
き
ま

せ
ん
。
そ
れ
を
望
む
の
は
経
済
を
停
め

る
と
か
、
現
在
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム

を
一
気
に
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
し
よ
う
と
い

う
本
格
的
な
政
治
活
動
と
し
て
、
こ
の

運
動
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

◆
倉
本
氏
へ
の
要
請
！　

第
二
の
「
老

人
党
宣
言
」
を
！

　

20
年
程
前
、
精
神
科
医
で
作
家
の
、

な
だ
い
な
だ
氏
は
ネ
ッ
ト
上
に
バ
ー
チ

ャ
ル
政
党
「
老
人
党
」
を
立
上
げ
、
多

く
の
賛
同
者
を
集
め
て
、
政
界
に
多
様

な
意
見
を
提
示
し
マ
ス
コ
ミ
の
注
目
を

集
め
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
ネ
ッ
ト

で
の
交
流
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
も
あ

り
、
老
人
た
ち
自
身
に
よ
る
自
由
な
意

見
交
換
の
場
と
し
て
、
私
も
ペ
ー
ジ
を

覗
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

な
だ
い
な
だ
氏
は
「
お
年
寄
り
の
知
恵

倉
本　

聰　
「
浪
費
と
は
お
さ
ら
ば
、

子
孫
の
た
め
地
球
を
洗
い
直
す
！
」】

　

こ
の
よ
う
に
呼
び
掛
け
た
上
で
、
倉

本
氏
は
わ
れ
わ
れ
高
齢
者
な
ら
「
貧
幸

の
生
活
」
に
耐
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ

か
ら
実
行
し
て
い
こ
う
と
、
細
か
な
日

常
生
活
で
の
省
エ
ネ
対
策
チ
ェ
ッ
ク
を

奨
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
例
え
ば
、「
ニ

ュ
ー
ス
」
な
ら
新
聞
は
購
読
せ
ず
、
Ｔ

Ｖ
で
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
か
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
は
使
わ
ず
、
布
巾
や
ハ

ン
ケ
チ
を
使
う
と
か
。
メ
モ
用
紙
に
は

使
用
済
み
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
用
紙
の
裏
を
使
う

と
か･･･

チ
ェ
ッ
ク
の
項
目
は
・
冷
暖

房
・
あ
か
り
・
掃
除
・
洗
濯
・
買
物
・
水
・

移
動
・
伝
達
・
医
学
な
ど
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
の
で
す
。

◆
目
標
は
「
１
９
７
０
年
代
の
資
源
消

費
率
へ
の
回
帰
！
」

　

わ
れ
わ
れ
老
人
た
ち
が
、
倉
本
氏
の

提
唱
に
従
っ
て
省
エ
ネ
運
動
を
始
め
た

と
し
て
も
、
果
た
し
て
効
果
が
得
ら
れ

る
か
は
大
変
疑
問
で
す
。
２
０
３
０
年

ま
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
が
達
成
さ
れ
た

と
し
て
も
、
今
の
地
球
温
暖
化
は
止
ま

ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

当
面
の
削
減
目
標
は
、
50
年
前
の

１
９
７
０
年
代
へ
の
回
帰
で
す
が
、
こ

を
活
か
し
て
、
賢
い
国
を
作
ろ
う
」
と

呼
び
掛
け
て
い
た
の
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
な
だ
い
な
だ
氏
は

２
０
１
３
年
に
亡
く
な
り
、
老
人
党
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
数
年
後
に
閉
じ
ら
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
志
は
倉
本
氏
と
同
様

で
わ
れ
ら
老
人
た
ち
の
心
意
気
を
代
弁

し
て
く
れ
た
素
敵
な
バ
ー
チ
ャ
ル
政
党

で
し
た
。

こ
の
際
、
倉
本
先
生
に
は
、
ぜ
ひ
と

も
新
し
い
倉
本
式
の
「
老
人
党
」
を
立

ち
上
げ
て
欲
し
い
も
の
で
す
！

先
生
も
こ
の
「
貧
幸
」
の
奨
め
で
世

の
中
が
変
わ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
敢
え
て
一
流
誌
に

特
別
寄
稿
し
た
の
は
、
こ
れ
を
「
人
生

最
後
の
ひ
と
仕
事
」
に
す
る
ご
覚
悟
な

の
で
し
ょ
う
。

▼
思
慮
深
く
円
熟
し
た
長
老
の
意
見

で
、
未
来
あ
る
青
壮
年
た
ち
を
励
ま
し

応
援
す
る
「
老
人
党
」
を
、
倉
本
氏
に

復
活
し
て
欲
し
い
！　

こ
れ
こ
そ
わ
れ

わ
れ
老
人
た
ち
の
望
む
こ
と
で
す
。

か
つ
て
の
な
だ
氏
や
哲
学
者
・
梅
原

猛
先
生
の
よ
う
な
、
今
わ
れ
わ
れ
を
代

弁
し
リ
ー
ド
し
て
く
れ
る
、
知
識
人
や

賢
人
先
達
の
登
場
を
こ
こ
ろ
か
ら
望
ん

で
い
ま
す
。

�

杉
山　

鈴
谷
（
巣
鴨
朋
友
会
）
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「第9回ニチコミ大賞 川柳!!腕自慢!!」開催

募集期間：令和4年9月30日まで

花火花火
【お題】 大　賞：商品券10,000円　（1名）

優秀賞：商品券　5,000円　（5名）
努力賞：商品券　1,000円 （10名）

　
　
池
袋
朗
高
齢
会

寄
り
て
来
し
鯉
魚
ら
の
群
を
撫
で
や
れ
ば

　
　

か
た
く
吸
わ
れ
て
五
指
生
臭
し

ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
満
開
の
丘
に
佇
め
ば

　
　

黄
泉
の
花
園
に
在
る
幻
と
な
る

丸
め
た
る
薄
紙
は
ぐ
ご
と
牡
丹
花
は

　
　

色
見
せ
始
む
こ
の
世
の
気
を
得
て

�

林
　
　
義
子

　
　
西
巣
鴨
睦
福
寿
ク
ラ
ブ

門
松
の
ま
だ
飾
り
あ
る
図
書
館
に

　
　

今
年
始
め
の
図
書
を
借
り
来
し

旅
行
に
は
行
か
れ
な
く
て
も
老
い
二
人

　
　

お
に
ぎ
り
二
つ
桜
の
下
で

あ
と
何
年
卓
球
続
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か

　
　

し
る
こ
食
べ
つ
つ
語
る
も
楽
し

�

お
ふ
み

　
　
大
塚
延
寿
会

野
辺
に
立
つ
地
蔵
の
手
に
も
花
菖
蒲

退
院
の
祝
い
に
選
ぶ
夏
帽
子

暫
く
は
も
の
も
言
わ
ず
に
喰
う
西
瓜

�

北
村
富
治
郎

俳　

句

短　

歌

豊
島
区
高
連
文
壇

豊
島
区
高
連
文
壇

　
　
折
戸
千
歳
会

脳
ト
レ
で
浮
か
ん
だ
答
も
う
忘
れ

歩
こ
う
会
い
さ
ん
で
先
行
き
後
疲
れ

花
桃
や
や
っ
と
咲
い
た
か
三
年
目

�

原
　
ハ
ツ
エ

　
　
高
松
交
友
会

老
眼
鏡
か
け
て
世
の
中
読
み
始
め

し
か
ら
れ
て
マ
ス
ク
の
中
で
舌
を
だ
し

老
い
の
恋
先
が
な
い
の
で
命
が
け

�

笠
原
た
か
し

　
　
末
広
会　

紫
陽
花
に
引
寄
せ
ら
れ
て
立
ち
止
ま
り

紫
陽
花
に
魅
せ
ら
れ
寺
に
通
い
詰
め

紫
陽
花
を
ほ
め
て
一
枝
貰
い
受
け

�
老
楽
生

　
　
巣
鴨
朋
友
会　
　
　

コ
ー
ラ
ス
を
続
け
て
卒
寿
ボ
ケ
知
ら
ず

二
人
連
れ
老
眼
鏡
と
補
聴
器
と

�

中
田
　
節
子

川　

柳
（
し
に
や
せ
ん
）

初
孫
の
ホ
ッ
ペ
に
チ
ュ
ウ
し
こ
れ
も
恋

ダ
イ
エ
ッ
ト
ケ
ー
キ
横
目
に
飲
む
涙

�

石
川
　
裕
子

見
つ
か
ら
ぬ
筈
だ
眼
鏡
は
わ
が
頭
上

肘
タ
ッ
チ
女
房
に
し
た
ら
肘
鉄
砲

家
事
で
き
ぬ
夫
の
で
き
ぬ
口
答
え

�

杉
　
　
　
爺

本
紙
へ
の
投
稿

■
文
芸
欄

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
な
ど

�
（
な
る
べ
く
新
作
で
一
人
３
句
ま
で
）

■
読
者
欄

活
動
情
報
・
意
見
・
感
想
・
要
望
な
ど

▼
す
べ
て
〆
切
は
６
月
15
日
、
11
月

30
日
ま
で
。
い
ず
れ
も
所
属
ク
ラ
ブ

と
お
名
前
明
記
の
上
、
事
務
局
ま
で

ご
寄
稿
く
だ
さ
い（
誌
面
上
で
は
ペ

ン
ネ
ー
ム
や
筆
名
、
雅
号
も
可
）。

※
た
だ
し
掲
載
の
可
否
は
編
集
部
に

お
任
せ
い
た
だ
き
ま
す
。
悪
し
か
ら

ず
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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▼
新
年
度
に
入
り
ま
し
て
、
区
高
連
も
い
よ
い
よ
創

立
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
広
報
部
で
は
、
本
誌
の

制
作
に
加
え
て
「
記
念
誌
」
と
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

の
制
作
作
業
に
忙
し
い
1
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

役
員
、
各
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
に
は
、
原
稿
依
頼
等

さ
ま
ざ
ま
な
お
願
い
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
全

面
的
な
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
本
号
は
「
総
会
報
告
・
特
集
号
」
で
す
が
、
多
く

の
「
活
動
報
告
」
も
掲
載
で
き
ま
し
た
。
は
じ
め
て

老
人
関
係
の
「
読
書
感
想
文
」
も
掲
載
し
て
み
ま
し
た
。

裏
表
紙
の
「
ク
ラ
ブ
づ
く
り
の
呼
び
掛
け
」
も
初
の
試
み
で
す
。

▼
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
は
三
夏
目
を
迎
え
て
も
い
ま
だ
収
ま
ら
ず
、

今
後
の
事
業
の
実
施
も
不
透
明
で
す
が
、
す
べ
て
前
向
き
に
準

備
を
す
す
め
て
「
で
き
る
形
で
の
実
施
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

わ
れ
わ
れ
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
一
日
も
無
為
に
で
き
な
い
貴

重
な
日
々
で
す
。

広
報
部
担
当
副
会
長　

別
所　

弘
一

広

報

部

長　

杉
山　

鈴
谷

広

報

部

員　

小
泉　

良
介　

石
川　

和
代

〃

　

原　
　

清
美　

小
松　

傳
一

〃

　

三
富　

一
雄

編 集 後 記

豊
島
区
高
連
広
報（
豊
島
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　

発　

行　

人　

外　

山　

克　

己

　

電　
　
　

話　

〇
三

−

五
九
五
〇

−
二
五
一
一

　

制
作
・
印
刷　

株
式
会
社
ニ
チ
コ
ミ

　

電　
　
　

話　

〇
三

−
五
七
一
八

−

三
九
〇
〇

　

h
ttp
://w

w
w
.n
ich
ico
m
i.co

m

■
ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
へ
の
御
礼

　

本
紙
の
発
行
に
際
し
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し

た
ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
ご
協
賛
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

E-メール toshima.elder.club@sunny.ocn.ne.jp

きらぼし銀行きらぼし銀行

事
務
所
員
は
火
曜
日
、
木
曜
日
に
常
駐
し

て
い
ま
す
。
勤
務
時
間
は
午
前
9
時
30
分

か
ら
午
後
4
時
で
す
。

▼
昨
年
度
よ
り
、
60
周
年
記
念
事
業
の
一
つ

と
し
て
鋭
意
準
備
中
で
し
た
区
高
連
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
す
が
、
新
年
度
当
初
よ
り
正
式
に
公
開
・
運
用
を

開
始
い
た
し
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
、
ス
マ
ホ
で
見
て
い
た
だ
く
こ
と
を

主
目
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
お
り
、「
お
知
ら
せ
」
と
「
活
動
報
告
」

だ
け
で
な
く
「
ク
ラ
ブ
活
動
全
般
の
お
問
合
せ
な
ど
」
に
も
対

応
し
た
り
、
将
来
的
に
は
「
会
員
さ
ん
相
互
の
意
見
・
情
報
交

換
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
更

新
や
入
力
方
法
に
不
慣
れ
な
た
め
ま
だ
ま
だ
不
完
全
な
ペ
ー
ジ

で
す
が
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

シ
ニ
ア
ナ
ビ
と
し
ま　

h
ttp
s://to

sh
im
a
-se
n
io
r.jp
/

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を

��

開
設
し
ま
し
た
！

開
設
し
ま
し
た
！

シニアナビとしま
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高齢
者クラブ

　　　　　をつくろう！高齢
者クラブ

　　　　　をつくろう！
地域にクラブがない…入りたいクラブがない…そんな皆さん！地域にクラブがない…入りたいクラブがない…そんな皆さん！

ご自分たちで、クラブを作ってみませんか？ご自分たちで、クラブを作ってみませんか？

　まずは豊島区役所高齢者福祉
課にお気軽にご相談ください！
　結成までのご説明や結成に必
要な書類等をお渡しします。

豊島区役所　高齢者福祉課
� 管理グループ

☎03-4566-2429

【高齢者クラブはこんな活動をしています】

■��一人暮らしや寝たきりの高
齢者への訪問や安否確認

■�地域清掃
■�資源回収　など

社会奉仕活動

■�健康体操� ■�体力測定
■�歩こう会� ■�輪投げ
■�ペタンク� ■�ボッチャ
■�舞踊� ■�フラダンス など

健康を進める活動

■�研修旅行� 　■�作品展
■�芸能まつり　■�手芸
■�カラオケ
■�コーラス　など

生きがいを高める活動

その他にも各高齢者クラブでは
さまざまな活動を行っています！

【高齢者クラブを立ち上げてみよう！】
　自分に合った高齢者クラブがない…もっと活動を盛り
上げたい…そんなあなたに。高齢者クラブを立ち上げて
みませんか。高齢者クラブはメンバーが集まればどなた
でも作ることができます。また、高齢者クラブ連合会に
加入すれば活動の一部に補助金が出るので活動の足掛か
りになります。

第2の人生のスタート!!
会員募集会員募集

高齢者クラブに入会しましょう

豊島区高齢者クラブ連合会　TEL.03-5950-2511
豊島区高齢者福祉課　　　　TEL.03-4566-2429

み
な

さ
ん 高齢期を、前向きに、心豊かに暮らすために！

ともに生きがいと、健康づくりを進めるために！

令和４年８月15日（16）いきいき豊島第103号


